
系統発生分野

<研 究概要>

A)東 部ユーラシア地域 にお ける新第三紀の霊長類進化に関す る研究

A-1)ミ ャンマー産オナガザル上科化石の研究

高井正成,西 村剛,江 木直子,矢 野航,西 岡佑一郎

ミャンマーの鮮新世一更新世の地層を対象に霊長類 を中心 とした哺乳類化石の発掘調査をおこなった。チ ャイ ン

ザ ウック地域 の中新世末一鮮新世初頭の地層 からは新種のコロブス亜科の化石が発見 されてお り、記載作業 を行っ

ている。グウェ ビン地域の鮮新世後半の地層 からは3ε〃脚 ρ励θo〃3(ハヌマ ンラングール属)と 思われ る化石が多

数見つかってお り、その分類 ・記載作業 を進 めている。 またサベー地域の前期(?)更 新世 と思われ る地層か ら発

見 されていた大型のオナガザル亜科の化石の系統的位置に関する検討 も進めている。

A-2)神 奈川県産 コロブス化石の研究

西村剛,高 井正成

後期更新世神奈川県産のコロブス化石の分類の再検討 を行った。フランス産 ドリコピテクス、 トランスバイカル

産パラプ レスバイテ ィス、中国産キンシコウ化石な どと比較検討 し、これまで ドリコピテクス属の亜属であったカ

ナガワピテ クスを属名 として新属 として報告 した。また、アフリカ産化石 コロブス類や現生アジア産コロブス類 と

の系統的関連性についても検討 した。

A-3)中 国産大型 ヒヒ族化石の研究

西村剛,高 井正成,矢 野航,伊 藤毅

更新世東 ・南ユーラシア産プロサイノセファルス と西ユーラシア産パ ラ ドリコピテ クスの分類 の再検討 を行 って

い る。現生 ヒヒ族やマカクの頭蓋骨 のCT画 像データを精査 し、中国産プロサイ ノセ ファルス化石の高解像度CT

画像 から、その系統学的位置を推定できないか検討 した。

A-4)台 湾産オナガザル科化石の研究

高井正成

台湾国立自然科学博物館の張釣翔博士と共同で、台湾南部の中期更新世の地層から見つかったオナガザル科のも
のと考えられる遊離歯化石の記載、ならびに古生物地理学的研究を行った。

A-5)中 国産マカ ク化石の頭骨内部形態 に関す る研究

伊藤毅,西 村剛,高 井正成

中国産 漁cαcα研漉π∬o痂 の化石標本 をCT撮 像 し、その頭骨 内部構造の解析 と現生種 との比較を行い、その系統

的位置について検討 した。

A-6)日 本列島におけるニホンザルの進化に関する古生物学的研究

西岡佑一郎,高 井正成,西 村剛,伊 藤毅

日本列島の第四紀の洞窟 ・裂っか堆積物、および縄文遺跡か ら見つかっているニホンザル化石 を解析 し、その形

態的変化 と地理的分布 の変遷に関して、古生物学的に検討 した。また、ニホンザル化石 の産地 と標本のデータベー

スを作成 し、計27地 点の標本を整理 した。

A-7)朝 鮮半島のマカ ク化石の検討

高井正成

韓 国先史文化研究院の李隆助教授 と共同で、朝鮮半島の更新世の遺跡か ら発見 されてい るマカク化石の検討 を行

った。

A-8)イ ン ドネシアのマカ ク化石の検討

高井正成

イン ドネシアのエネルギー鉱物資源省庁のアジス博士 と共同で、ジャワ島か ら見つかってい る更新世の霊長類化

石の観察 と計測を行い、特に東南アジアのオナガザル科のサルの進化史について検討 している。

B)東 部ユー ラシア地域における古第三紀の霊長類進化 に関す る研究

高井正成,西 村剛,江 木直子,西 岡佑一郎

ミャンマーのポンダ ウン地域に広 がる中期始新世末の地層か ら産出する霊長類化石は、原始的な曲鼻猿類 と真猿

類の中間的な形態を示 し、真猿類の起源地 と起源時期 に関する論争 を起こしている。それ らの化石の形態学的お よ

び系統的な解析をお こなった。

C)現 生霊長類の機能形態学的研究

C-1)テ ナガサルの音声生理に関する実験行動学的研究

西村剛,香 田啓貴(認 知学習分野)

テナガザル類の喉頭部の比較解剖 と染色組織切片作成により、喉頭の筋骨格系形態の属間変異を分析するととも
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に、大型類人猿の解剖結果 と比較検討 しテナガザル類の特徴 を分析 した。また、シロテテナガサルのヘ リウム音声

実験データの成果をとりま とめた。

C-2)チ ンパ ンジーの鼻腔の生理学的機能に関する流体工学的分析

西村剛,鈴 木樹理(人 類進化モデル研究セ ンター),宮 部貴子(人 類進化モデル研究センター),松 沢哲郎(思 考言

語分野),友 永雅己(思 考言語分野),林 美里(思 考言語分野)

ヒ トの鼻腔の生理学的機能の特長を明 らかにするために、オ トナの生体チンパ ンジー個体の中顔面部のCT撮 像

と、国際電気通信基礎技術研究所においてヒ トの鼻腔部のMRI撮 像 を行い、正確 な鼻腔三次元形態のデジタルデ
ー タを作成 した。それをもとにした、鼻腔内の吸気の流れ、温度 ・湿度変化に関する流体工学的シミュレー ション

を実施 した。

C-3)曲 鼻猿類の副鼻腔形態の変異に関する研究

西村剛

霊長類における副鼻腔の進化プロセスを明らかにするため、高解像度CTを 用いて国内外機関に所蔵されている

曲鼻猿類頭骨標本を追加撮像し、全科の副鼻腔形態の変異を確認 した。

C-4)霊 長類の四肢についての機能形態学的研究

江木直子

microCTに よる撮像データを用いて、四肢骨の内部構造の解析を行っている。本年度は、ロ リス類やボノボにつ

いての撮像 を行 った。また、霊長類における四肢骨形態や姿勢の違い と骨にかかる荷重 との関係 を力学的に検討す

るために、筋骨格系の数理モデルの構築を行っている。一般的な霊長類 としてオマキザルを使い、今年度はコンピ

ューター ・モデル上で歩行の接地期間中での姿勢変化の近似復元 を行 った。

C-5)東 アジア産マカ クの頭骨形状の比較研究

伊藤毅,西 村剛,高 井正成

マカク属の現生種 を対象に、CTを 用いた頭骨内部構造の解析 と幾何学的形態測定を用いた頭骨および歯牙の解

析 を行い、形状変異の気候環境適応 について検討 した。

C-6)ヤ クシマザル頭蓋形態の倭小化 と形状変化の研究

矢野航

屋久島にいるニホンザルは、島喧効果によ り、本土にいるものに比 してサイズが小 さく、顔面形状が異 なる。両

者の成長 アロメ トリー軌跡 が異なっていることを示 し、ヤ クシマザルにおいては単に島嘆化 による小型化に付随 し

て顔面形状が変化 したのではな く、それぞれに独 立 した起因があることを示唆 した。

D)霊 長類以外のほ乳類 を主な対象 とした古生物学的研究

D-1)古 第三紀哺乳類相の解析

江木直子,高 井正成

古第三紀(6500万 年前～2400万 年前)の 陸棲脊椎動物相 を解析することによって、哺乳類の進化 の実態 を明ら

かにす ることを 目指 している。本年度は、① ミャンマーのポンダウン層や タイのクラビ相、モ ンゴル のエルギ リン

ゾー層か ら産出 した食肉類化石の系統分類学的検討 と記載、②アジア東部の古第三紀 肉食哺乳類相の比較解析、③

肉歯 目の系統的位置の検討 のための形態データ収集 を行 った。

D-2)ミ ャンマー中部 における中新世か ら更新世の新第三紀脊椎動物化石相の解析

西岡佑一郎,高 井正成,江 木直子,西 村剛

ミャンマーの新第三紀哺乳類生層序の解明を 目指 し、中新世か ら更新世に生息 していた哺乳類相の形態、系統 と

進化に関す る研究を行っている。チ ャイ ンザ ウク地域やグェビン地域のイラワジ層から産出 した化石やサベー地域

の第四紀堆積物か ら産出 した化石 を同定 し、他地域産出動物 との系統的および古生物分類地理的関係 を検討 してい

る。哺乳類 の食 肉類 とげっ歯類の化石種の記載 を行い、並行 して ウシ科 の化石の分類 ・記載作業 を進 めている。ま

た爬 虫類 のカメ類 の化石の予備 的な分類 を行った。また、産出哺乳類 の歯のエナメル質に含 まれる酸素 と炭素安定

同位体 を用いて各動物相の古環境や古生態の解析を進めている。

D-3)島 根県産の前期 中新世 ビーバー化石の研究

西岡佑一郎,高 井正成

島根半島の古浦層(約2000万 年前の地層)か ら産出 した大型 の化石 ビーバー}勧 ηg(卵わεr(ヤ ンゴファイバー属)

の歯の内部エナ メルパターンをpQCTス キャンを用いて観察 して記載 した。これまで 日本の ビーバー化石は瑞浪市、

可児市、佐世保市から知 られていたが、今回の報告によって新 しい産地を追加することができた。

〈 研 究 業 績 〉

原 著 論 文

1)EgiN,Thaung-Htike,Zin-Maung-Maung-Thein,Maung-Maung,NishiokaY,TsubamotoT,OginoS,TakaiM(2011)A
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mongooseremain(Mammalia:Camivora)fピomtheUpperIrrawaddysediments,Myanmaranditssigni且cancein

evolutionaryhistoryofAsianherpestids.JournalofAsianEarthSciences42(6):1204-1209.

ItoT,NishimuraT,TakaiM(2011)Allometryandinterspecificdif飴rencesinthefacialcraniumoftwocloselyrelated

macaquespecies.AnatomyResearchInternational2011:ArticleID849751.

MaschenkoEN,TakaiM(2011)Primatesofthegenus肋 α伽3(Mammalia,Primates)fヒomtheLowerEoceneof

Tsagan-Khushu,southernMongolia.RussianJournalofTheriology9(2):61-69.

MorimotoN,MarciaS,PoncedeLe6nM,NishimuraT,ZollikofbrCPE(2011)Femoralmoq)hologyandfbmoropelvic

musculoskeletalanatomyofhumansandgreatapes:Acomparativevirtopsystudy.AnatomicalRecord

294(9):1433-1445.

NishiokaY,HirayamaR,KawanoS,TomidaY,TakaiM(2011)FossilbeaverffomthelowerMioceneKoura

FormationofwesternJapan,withobservingitsinternalenamelpatternsbyx-raypQcTscan.Paleonotological

Researchl5(1):43-50.

NishiokaY,Zin-Maung-Maung-Thein,EgiN,TsubamotoT,NishimuraT,ItoT,Thaung-Htike,TakaiM(2011)New

Hystrix(Mammalia,Rodentia)ffomthelateMiocene/earlyPlioceneofMyanmar.JoumalofVertebratePaleontology

31(4):919-924.

OginoS,EgiN,Zin-Maung-Maung-Thein,Thaung-Htike,TakaiM(2011)Newspeciesofオgr'o伽r'〃 刑(Mammalia,

Carnivora)ffomthelateMiocenetoearlyPlioceneofcentralMyanmar.JournalofAsianEarthSciences42(3):408-414.

西 岡 佑 一 郎,姉 崎 智 子,高 井 正 成,岩 本 光 雄(2011)後 期 更 新 世 以 降 の ニ ホ ン ザ ル(M∂oαooノ 魏300'o)の 大 臼

歯 計 測 値 に 基 づ く 時 間 的 ・地 理 的 形 態 変 異.哺 乳 類 科 学51(1):1-17.

著 書(分 担 執 筆)

1)高 井 正 成(2011)化 石 霊 長 類 「世 界 大 百 科 事 典 改 訂 新 版 第5刷 第5巻 」p332平 凡 社.

2)TakaiM(2012)Originsandevolutionofearlyprimates.(Post-GenomeBiologyofPrimates)(ed.HiraiH,etal.)

p.269-280PrimatologyMonographs,Springer.

そ の 他 の 執 筆

　1

　2

　3

江木直子(2011)何 を見てるかわか らない.「 生き物たちのつづれ織 り 第5巻 」 京都大学 グローバルCOE

プログラム 生物 の多様性 と進化研究のための拠点形成 一ゲノムか ら生態系まで一p.41-42京 都大学大学院

理学研究科生物科学専攻 ・生態学研究センター ・霊長類学研究所 ・野生動物研究セ ンター:京 都.

西村剛(2011)話 しことばの霊長類的起源～葉 山コレクシ ョンをもとに.日 本人類学会進化人類分科会ニュー

スレター25:p.6-9.

西村剛,中 務真人,平 崎鋭矢,竹 本浩典,清 水大輔,國 松豊,石 田英實,岡 田守彦(2011)日 本人類学会進化

人類学分科会第25回 シンポジウム 葉 山杉夫先生追悼記念シンポジ ウム「サル とヒ トの研究から見えるもの」.

AnthropologicalScience(JapaneseSeries)ll9(2):p.137-142.

学 会 発 表

1)EgiN,TsubamotoT,TakaiM(2011)CarnivorousmammalfaunasinthePaleogeneofEastAsia:timingofiゑunal

turnoversandgeographicaldiffbrences.22ndInternationalSenckenbergConfbrence"TheworldatthetimeofMessel:

puzzlesinpaleobiology,paleoenvironmentandthehistoryofearlyprimates"(2011/11,FrankfUrt,Germany).

2)NishimuraT,LebrunR,PoncedeLe6nM,ZollikofbrCPE(2011)Mo耳)hologicalvariationoftheparanasalsinusesin

strepsirrhines.The80thAnnualMeetingoftheAmericanAssociationofPhysicalAnthropologists(2011/4/14-16,Hilton

Minneapolis,Minneapolis,USA).

3)NishiokaY,Thaung-Htike,Zin-Maung-Maung-Thein,EgiN,TsubamotoT,TakaiM(2011)EvolutionaryhistoryofOld

WorldporcupinesinEurasiawithanemphasisonthenew1加'航materials丘omMyanmar.WorldCon色renceon

PaleontologyandSedimentology(2011/11/28-12/2,Na㎞onRachashima,Thailand).

4)SonodaT,HirayamaR,TakaiM,Thaung-Htike,Zin-Maung-Maung-Thein,AndoH(2011)Themo耳)hologicalvariation

ingigantictortoises(Testudinidae;Testudines)ffomtheIrrawaddySedimentsinCentralMyanmar.WorldCon飴rence

onPaleontologyandSedimentology.(2011/11/28-12/02,NakhonRachashima,Thailand).

5)TakaiM,Thaung-Htike,Zin-Maung-Maung-Thein,Maung-Maung,Aung-Naing-Soe,EgiN,TsubamotoT(2011)First

discoveryofcercopithecidmonkeysffomthelateMiocenetoPlioceneIrrawaddysedimentsincentralMyanmar.World

ConfbrenceonPaleontologyandSedimentology(2011/11/28-12/02,Na㎞onRachashima,Thailand).

6)TsubamotoT,Thaung-Htike,Zin-Maung-Maung-Thein,EgiN,TakaiM(2011)Theanthracotheres(Mammalia,

Artiodactyla)ffomtheNeogeneofcentralMyanmar.71stAnnualMeetingSocietyofVertebratePaleontology(2011/11,

LasVegas,USA).

7)YanoW,EgiN,TakanoT,OgiharaN.(2011)Craniofacialontogenetictr司'ectoriesoftwosubspeciesofJapanese

macaque(漁oαoo伽c磁).Fromi℃tustoadult.The80thAnnualMeetingoftheAmericanAssociationofPhysical

Anthropologists(2011/04,Minneapolis,USA).

8)YanoW,EgiN,TakanoT,OgiharaN(2011)OntogenetictrajectoriesoftwosubspeciesofM」oα ω 伽oα'α.The5th

IntemationalSymposiumoftheGlobalCOEpr(オect``fヒomGenometoEcosystem.ラ'(2011/07,Kyoto).

9)江 木 直 子,荻 原 直 道(2011)樹 上 性 四 足 歩 行 型 霊 長 類 の 前 肢 筋 骨 格 モ デ ル の 構 築.日 本 人 類 学 会 大 会(2011/11,

那 覇 市).
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10)江 木 直 子,鍔 本 武 久,高 井 正 成(2011)古 第 三 紀 ユ ー ラ シ ア 東 部 に お け る 肉 食 哺 乳 動 物 相:時 間 的 変 遷 と地 理

的 変 異.日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合2011年 大 会(2011/05,千 葉).

ll)江 木 直 子,鍔 本 武 久,高 井 正 成(2011)古 第 三 紀 東 ユ ー ラ シ ア の 肉 食 哺 乳 動 物 相:構 成 要 素 の 時 間 的 変 化 と地

理 的 変 異.日 本 古 生 物 学 会 年 会(2011/07,金 沢 市).

12)江 木 直 子,鍔 本 武 久,高 井 正 成,ジ ン ・マ ウ ン ・マ ウ ン ・テ イ ン,タ ウ ン ・タイ(2011)初 期 霊 長 類 を 産 す る

ポ ン ダ ウ ン 哺 乳 動 物 相(中 期 始 新 世;ミ ャ ンマ ー)の 古 生 物 地 理 的 特 徴.日 本 霊 長 類 学 会 大 会(2011/07,犬 山).

13)伊 藤 毅,西 村 剛,高 井 正 成(2011)ア ジ ア の 霊 長 類 マ カ ク類 に お け る頭 骨 顔 面 部 の ア ロ メ ト リー と種 問 差 違.日

本 地 球 惑 星 科 学 連 合2011年 大 会,幕 張 メ ッセ 国 際 会 議 場(2011/05/24,千 葉).

14)森 田航,矢 野 航,中 務 真 人(2011)上 顎 第 一 大 臼歯 歯 頚 線 を 用 い た 幾 何 学 的 形 態 解 析.第65回 日本 人 類 学 会 大

会(2011/ll,沖 縄).

15)西 村 剛(2011)話 し こ とば の 霊 長 類 的 起 源 ～ 葉 山 コ レ ク シ ョン を も と に.日 本 人 類 学 会 進 化 人 類 学 分 科 会 第

25回 シ ン ポ ジ ウ ム 葉 山 杉 夫 先 生 追 悼 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 「サ ル と ヒ トの 研 究 か ら 見 え る も の 」(2011/05/14,京

都).
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